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研究成果の概要（和文）：近年のスマートフォン、４K／８Kテレビ、デジタルカメラ等の開発において、画像処理回路
の搭載は不可欠となっている。本プロジェクトでは画像処理LSIの設計ツール“Image Processing Builder”を開発し
、インターネット上で無償公開した。この開発ツールはLSI設計者にとって非常に有用であるのみならず、将来の画像
処理技術者を目指す学生の教育にも利用できる。

研究成果の概要（英文）：Recently, image processing LSIs are very important in smart phones, 4K/8K 
televisions, digital cameras, etc. In this project, a model based LSI design tool "Image Processing 
Builder" was developed and released on the Internet. "Image Processing Builder" is very useful for not 
only LSI developers, but also students learning image processing algorithms.

研究分野： 情報通信工学
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１．研究開始当初の背景 
近年の家電製品や情報機器においては、ほ

ぼ全てにディスプレイが搭載されていると
言っても過言ではない。それらの制御には専
用の LSI が不可欠である。特にスマートフォ
ン、４K／８K テレビ、ディジタルカメラの
中において、画像処理 LSI は重要な役割を担
っている。その製造にあたっては、国際的に
競争が激しく、品質のみならず、開発スピー
ドが重要視されている。日本が国際的な競争
力を持つためには、大学や研究所が持つ優秀
な理論・技術を短期間で LSI に実装する能力
が必要である。 

 
２．研究の目的 
本プロジェクトの目的は、画像処理アルゴ

リズムを短期間でシミュレーション／LSI 上
に実装するための専用 CAD ツールを構築す
ることである。これにより、画像処理 LSI の
生産性を飛躍的に改善できると考える。 
 
３．研究の方法 
 従来の LSI 設計では技術者が Verilog と呼
ばれる言語を用いてアルゴリズムの記述を
行っていた。それに対して本研究では画像処
理アルゴリズムから Verilog記述を自動生成
することを目指す。画像処理アルゴリズムに
ついては、PC上の簡単なマウス操作によって
構築可能なモデルベース設計手法を取り入
れる。これらの機能を持つ新しい CAD ツール
“Image Processing Builder”を構築する。
これによって産業界および画像処理の研究
分野の発展に貢献する。 
 
４．研究成果 
 本プロジェクトでは、画像処理アルゴリズ
ム設計ツール“Image Processing Builder”
を開発し、無償でインターネット上に公開し
た。このツールによる LSI 設計の様子を図 1
に示す。 

設計者は図 1(a)のように PC 上でマウスを
用いた簡単な操作によって画像処理アルゴ
リズムを記述する。次にメニューから
“Verilog 生成”を選ぶことにより、(b)のよ
うな Verilogコードを自動生成することがで
きる。例えば FPGA を用いてハードウェア化
する場合は、(b)の Verilog コードを(c) 
QuartusII のような合成ツールに通す。これ
により、(d)のような画像処理 LSI を構築す
ることができる。 

この開発ツールは LSI設計者にとって非常
に有用であるのみならず、画像処理アルゴリ
ズムの研究にも有用である。さらに、将来の
画像処理技術者を目指す学生の教育にも利
用可能である。今後もインターネットを通じ
て設計例を公開・充実させていく予定である。 
 
 
 
 

 
 

図1 完成した画像処理CADツール“IP Builder”

 (c) QuartusII による FPGA 実装 

（http://cas.eedept.kobe-u.ac.jp/ 

WelcomeES1/IPBuilder/ にて一般公開中） 

(a) モデル設計ウインドウ 

 (b) 自動生成された Verilog コード 

(d) 画像処理 LSI 
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